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恒
例
の
公
開
講
演
会
が
当
会
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
共
催
、
千

葉
県
、
千
葉
市
の
後
援
で
十
二
月

一
日
（
土
）
千
葉
市
国
際
交
流
プ

ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
千
葉
県
国
際
課
よ
り
二

名
の
講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

 
 

 

西
織
講
師
は
平
成
二
十
三
年
四

月
よ
り
総
合
企
画
部
国
際
課
の
国

際
交
流
協
力
室
長
に
就
任
、
国
際

交
流
お
よ
び
国
際
協
力
に
関
す
る

こ
と
を
担
当
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

 

当
日
は
国
際
課
の
施
策
の
方
向

性
と
事
業
取
り
組
み
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
外
国
人
県
民
に

も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
、

国
際
交
流
・
国
際
協
力
、
海
外
へ

の
千
葉
の
魅
力
発
信
な
ど
、
国
際

課
業
務
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。 

 

宮
崎
講
師
は
豊
富
な
経
験
を
駆

使
し
て
、
千
葉
県
が
行
う
国
際
協

力
事
業
を
担
当
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

当
日
は
千
葉
県
の
ラ
オ
ス
・

ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
都
に
於
け
る
水

環
境
改
善
事
業
の
内
容
を
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

 

お
二
人
の
講
演
要
旨
を
本
誌
の

第
二
面
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

公
開
講
演
会
に
引
き
続
き
、
同

会
場
で
当
会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
事
業
現
況
の
報
告
と
新
会
員

の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓

と
会
員
の
約
三
十
名
が
参
加
さ

れ
、
盛
会
で
し
た
。
会
員
の
方
は

定
例
会
記
録
を
ウ
エ
ブ
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

西
織
、
宮
崎
両
氏
に
加
え
、
写

真
の
三
氏
を
来
賓
に
お
迎
え
し
ま

し
た
。 

 
 

 

散
会
後
近
隣
の
「
美
弥
和
」
に

て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
活
発
な
情

報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。 
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長
年
勤
め
た

国
際
協
力
機
構

を

早

期

退

職

し
、
念

願

の

教

育

現

場

へ

転

身
、
大

学

の

国

際
化
教
育
に
携

わ
っ
て
三
年
が
経
ち
、
教
育
現
場
が
抱

え
る
問
題
も
見
え
て
き
た
。 

 

『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
』
と
言
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
実
業
界
、
経
済
界
か
ら
聞
こ

え
は
じ
め
て
間
も
な
く
教
育
現
場
に
怒

涛
の
様
に
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
教
育
』
が

求
め
ら
れ
て
き
た
理
由
は
、
『
日
本
唯

一
の
資
源
は
人
材
』
と
言
わ
れ
て
き
た

我
が
国
に
と
っ
て
は
自
明
で

あ
り
、
寧
ろ
、
気
が
付
く
の

が
遅
過
ぎ
た
の
で
は
な
い
か

と
す
ら
思
え
る
。 

 

人
の
育
成
に
は
時
間
を
要

し
、
「
今
必
要
だ
か
ら
、
今

直
ぐ
に
育
て
て
く
れ
・
・
」

が
無
理
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、
更

に

深

刻

な

の

は

グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
が
実
践
学
で

あ
る
べ
き
こ
と
を
理
解
出
来

て
い
な
い
教
育
行
政
と
教
育

現
場
環
境
、
特
に
実
践
的
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
を
創
造
し
、

そ
の
実
施
を
担
え
る
教
育
者

が
極
め
て
少
な
い
こ
と
を
敢
え
て
挙
げ

る
事
が
出
来
る
事
で
あ
る
。 

 

 

単
刀
直
入
に
言
え
ば
、
人
材
の
国
際

化
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、
大

学
生
に
向
か
い
合
う
教
育
者
に
相
応
し

い
資
質
と
要
件
と
は
何
か
を
問
い
直
す

と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
、
抜
本
的

な
教
育
改
革
な
ど
は
難
し
い
。
た
だ
、

「
時
す
で
に
遅
し
」
で
は
な
く
、
現
に

存
在
し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
人
材
を

活
用
し
、
行
政
・
大
学
・
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
教

育
に
取
り
組
め
ば
、
必
要
と
さ
れ
る
日

本
人
材
の
再
生
も
夢
で
は
な
い
。 

 

戦
略
の
一
つ
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活

用
、
青
年
海
外
協
力
隊
経
験
者
と
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
の
活
用

だ
と
思
う
。 

 

私
は
ま
だ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
だ
っ
た

頃
か
ら
『
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
大
学
』
と
言
う
構

想
を
よ
く
口
に
し
て
き
た
。
一
言
で
い

え
ば
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
大
学
が
連
携
し
、

大
学
の
然
る
べ
き
学
部
内
に
国
際
人
材

養
成
学
科
（
例
え
ば
）
を
設
け
、
国
際

協
力
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

か
ら
講
師
陣
を
派
遣
し
て
専
門
講
義
を

行
い
、
一
～
二
年
次
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事

業
現
場
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
お
よ
び

海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
を
必
須

と
し
、
三
～
四
年
次
の
専
門
ゼ
ミ
に
於

い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立

案
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
現
場
を

事
例
に
し
て
、
実
際
に
現
地
に

行
っ
て
実
地
で
学
ぶ
の
で
あ

る
。
大
き
な
夢
は
兎
も
角
、
出

来
る
事
か
ら
や
っ
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
、
麗
澤
大
学
の
中
に

『
グ
ロ
ー
バ
ル
ひ
ろ
ば
』
と
銘

打
ち
、
「
国
際
化
教
育
の
見
え

る
化
」
を
図
る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
た
。
真
に
国
際
人
を
目
指

す
学
生
に
、
正
課
外
で
国
際
協

力
特
別
講
座
（
青
年
海
外
協
力

隊
千
葉
Ｏ
Ｂ
会
や
千
葉
県
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
と
連
携
し
た
特
別
講
座
）
や
学
生
達

が
企
画
し
た
海
外
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を
得
て
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
の
試
み
は
、
語
学
留

学
以
外
の
国
際
協
力
実
践
教
育
に
は
あ

ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
大
学
に
も
変
化

を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。 

 

ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
教
育
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
日
本
を
挙
げ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
り
、
組
織
論
的
な
小
さ
な
枠
組
み

で
考
え
て
い
て
は
埒
が
明
か
な
い
と
考

え
る
。 

 

今
な
ら
ま
だ
や
れ
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い

る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

秋
季
公
開
講
演
会
と
定
例
会
を
開
催 

 

千
葉
県
国
際
課 

西
織
哲
大 

国
際
交
流
協
力
室
長
に
よ
る
「
千
葉
県

国
際
課
の
事
業
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と 

同
室 

宮
崎
順
紀 

副
主

査 

に
よ
る
「
ラ
オ
ス
・
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
都
水
環
境
改
善
事
業
」
と

題
す
る
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
当
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

日本の国際化教育への苦言と提言 
 

麗澤大学 外国語学部教授 

成瀬 猛 

西 織 講 師 

宮 崎 講 師 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば 

渋
谷 

明
日
香 

氏 

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
千
葉
Ｏ
Ｂ
会 

浜
田 

眞
一 

氏 

海
外
協
力
隊
を
育
て
る
会 

田
中 
保
蔵 

氏 

講演会 会場風景 
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成
田
空
港
で
世
界
と
結
ば
れ
て

い
る
千
葉
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
展
開
し
て
い
る
。 

 

外
国
人
県
民
に
も
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り 

外
国
人
県
民
が
地
域
の
一
員
と

し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
や
電
話

相
談
な
ど
、
多
文
化
共
生
社
会
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。
特
に
、
昨

年
度
か
ら
は
、
災
害
時
の
外
国
人

の
支
援
の
実
践
的
な
訓
練
も
含
め

た
「
災
害
時
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

国
際
交
流
・
国
際
協
力 

ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

市
と
は
、
経
済
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
等
の
交
流
を
民
間
主
導
で
行
っ

て
い
る
。
同
市
内
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
日
本
デ
ー
」
に
は
、
今
年

は
知
事
も
参
加
し
、
千
葉
県
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。 

姉
妹
州
の
米
国
・
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
と
は
、
隔
年
で
相
互
に
使

節
団
を
派
遣
し
て
お
り
、
平
成
二

十
四
年
九
月
に
は
民
間
団
体
が
主

体
と
な
り
使
節
団
の
受
け
入
れ
を

行
っ
た
。 

さ
ら
に
、
近
年
は
ア
ジ
ア
と
の

経
済
交
流
も
活
発
に
展
開
し
て
お

り
、
台
湾
や
タ
イ
で
観
光
や
県
産

品
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て

い
る
。 

 

世
界
に
向
け
た
千
葉
の
魅
力
発
信 

昨
年
度
か
ら
、
千
葉
県
の
魅
力

を
海
外
に
発
信
す
る
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
る
。
県
内
在
住
の
外

国
人
を
魅
力
発
信
大
使
（
チ
ー
バ

く
ん
大
使
）
と
し
て
任
命
し
、
ブ

ロ
グ
等
で
日
常
的
な
情
報
を
発
信

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
各

国
の
メ
デ
ィ
ア
海
外
特
派
員
等
に

千
葉
県
の
魅
力
を
紹
介
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。 

 

今
後
と
も
世
界
に
開
か
れ
た
県

と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
の
で
、
皆
様
の
御

理
解
・
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。 

 

千
葉
県
で
は
、
平
成
二
十
三
年

度
ま
で
の
五
年
間
、
ベ
ト
ナ
ム
の

ハ
ノ
イ
市
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

草
の
根
技
術
協
力
事
業
の
枠
組
み

に
よ
る
国
際
協
力
活
動
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
二

十
四
年
度
か
ら
は
、
隣
国
ラ
オ
ス

の
首
都
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
お
い

て
、
（
財
）
自
治
体
国
際
化
協
会

（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
の
「
自
治
体
国

際
協
力
促
進
事
業
（
モ
デ
ル
事

業
）
」
の
枠
組
み
に
よ
り
、
水
環

境
改
善
の
た
め
の
国
際
協
力
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。 

 

ラ
オ
ス
は
、
人
口
約
六
百
万
人

の
小
国
、
国
連
の
定
め
る
後
発
開

発
途
上
国
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
に
属
し
て

い
る
が
、
今
後
、
急
速
な
都
市
化

に
伴
う
環
境
汚
染
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
千
葉
県
と
し
て
も
、
本
県

が
有
す
る
水
環
境
保
全
に
関
す
る

技
術
や
知
見
を
ラ
オ
ス
の
水
環
境

改
善
に
生
か
そ
う
と
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
七
月
と
十
一
月
の
年
二
回
、

県
の
専
門
技
術
職
員
を
ヴ
ィ
エ
ン

チ
ャ
ン
に
派
遣
し
、
同
都
の
水
環

境
管
理
部
局
職
員
を
対
象
に
し
た

水
質
分
析
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の

技
術
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

は
、
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
か
ら
研
修

生
三
名
を
本
県
に
招
聘
し
て
、
県

内
施
設
で
技
術
研
修
等
を
行
う
予

定
で
あ
る
。 

 「
自
治
体
国
際
協
力
促
進
事
業

（
モ
デ
ル
事
業
）｣

の
助
成
は
最
長

二
年
で
あ
る
が
、
県
と
し
て
は
、

そ
の
後
も
事
業
を
継
続
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
の
関
係
機
関
と
も

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
よ
り
良

い
活
動
と
し
て
参
り
た
い
。 

 
 

公
開
講
演
会
講
演
要
旨 

ラ
オ
ス
・
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
都 

 
 
 

水
環
境
改
善
事
業 

 
 
 
 
 
 
 

宮
崎 

順
紀
氏 

千
葉
県
国
際
課
の
事
業
、 

 
 
 

取
り
組
み
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

西
織 

哲
大
氏 

ラオスの地図 専門家のラオス派遣 

デュッセルドルフ「日本デー｣ 

会場内 千葉県PRブース 

ウィスコンシン州使節団と県内団体 

との交流 

チーバくん大使による千葉の 

魅力体験（千葉市美浜園) 

現地での水質分析 
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厳
冬
の
気
温
の
中
、
二
月
十
六

日
（
土
）
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

間
に
亘
り
、
第
十
四
回
帰
国
報
告

会
が
当
会
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ

ば
の
共
催
、
千
葉
県
の
後
援
で
柏

市
の
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

来
賓
と
し
て
柏
市
地
域
づ
く
り

推
進
部 

須
藤
勝
己
氏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
柏
市
国
際
交
流
協
会 

小
菅
あ
け

み
氏
、
青
年
海
外
協
力
隊
千
葉
Ｏ

Ｂ
会 

浜
田
眞
一
氏
の
ご
出
席
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
一
般
聴

講
者
を
含
め
約
七
十
名
で
し
た
。 

 

加
藤
幹
事
の
司
会
で
始
ま
り
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば 

長
谷
川
敏

久
氏
と
当
会 

山
本
会
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
四
名
の
帰
国
者
が
順
次
、

報
告
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 

報
告
内
容
は
、
基
本
的
な
活
動

成
果
の
他
に
多
数
の
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
現
地
の
風
土
や
人
々
の
生

活
ぶ
り
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
全

員
興
味
深
く
聴
講
し
ま
し
た
。 

 

来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
現
地
活
動
の
苦
労
、
工
夫
が

参
考
に
な
っ
た
と
言
う
感
想
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 
報
告
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
し

た
。
（
文
責
編
集
担
当)

 

 “O
fa A

tu
” 

 

ト
ン
ガ
語
で “I lo

ve yo
u

” 
 
 
 
 
 

川
奈
部
く
に
子
氏 

 

国
際
協
力
教
育
に
関
心
が
有

り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
現
職
参
加
派
遣

に
合
格
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
で

断
念
し
た
。 

 

二
〇
一
〇
年
に
早
期
退
職
し
て

ト
ン
ガ
教
育
・
女
性
・
文
化
省
教

育
課
程
開
発
部
に
赴
任
、
日
本
語

教
育
の
指
導
に
当
た
っ
た
。 

 

ト
ン
ガ
で
は
一
九
八
六
年
に
日

本
語
教
育
が
始
ま
っ
た
長
い
歴
史

が
あ
る
も
の
の
、
中
等
教
育
終
了

の
試
験
の
作
成
や
教
科
書
の
改
訂

等
の
基
盤
的
実
務
を
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
存
し
続
け
て

い
る
。
赴
任
期
間
中
は
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
が
不
在
で
、
後
任
者

の
た
め
強
く
要
請
し
た
。 

 

帰
国
後
も
地
元
で
国
際
教
育
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い

る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
社
会
還
元
事
業

に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
。 

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
教
育
・
青
年
・ 

ス
ポ
ー
ツ
局
に
お
け
る
活
動
報
告 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

篠
原
温
雄
氏 

 

二
〇
一
〇
年
三
月
か
ら
二
年
間
プ

ノ
ン
ペ
ン
市
の
教
育
局
に
赴
任
、

教
育
政
策
の
調
査
立
案
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
遂
行
に
あ
た
っ
た
。
プ

ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
小
学
校
の
就
学

率
は
九
十
九
・
九
㌫
だ
が
留
年
や

退
学
が
六
㌫
を
超
え
る
。 

 

授
業
は
二
部
制
、
生
徒
に
一
年

間
貸
与
さ
れ
る
教
科
書
の
摩
耗
補

充
が
困
難
等
、
解
決
す
べ
き
課
題

が
多
い
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
小
学
校
校
舎
が
完
成

し
て
中
川
文
科
相
が
学
校
視
察
に

来
ら
れ
た
こ
と
、
草
の
根
・
人
間

の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
に
よ

る
小
学
校
校
舎
が
落
成
し
て
記
念

式
典
で
感
謝
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与

さ
れ
た
こ
と
が
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
記
念
と
な
っ
た
。 

  
大
連
市
で
の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
教
育
活
動 

 

 
 
 
 
 
 
 

高
橋
知
廣
氏 

 

早
期
退
職
し
て
二
〇
一
〇
年
三

月
大
連
市
日
中
友
好
人
材
育
成
セ

ン
タ
ー
で
の
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

管
理
技
術
者
育
成
の
た
め
に
赴
任

し
た
。
し
か
し
セ
ン
タ
ー
運
営
に

つ
い
て
日
中
間
に
思
惑
の
ず
れ
が

あ
り
、
実
質
的
に
自
分
の
発
案
に

よ
る
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
す

る
事
に
な
っ
た
。 

 

無
償
セ
ミ
ナ
ー
開
講
で
活
動
を

Ｐ
Ｒ
し
つ
つ
八
講
座
を
開
発
、
日

中
両
国
語
の
研
修
資
料
を
作
成
し

て
集
客
に
努
め
た
が
、
有
償
講
座

の
成
立
は
容
易
で
は
な
く
、
残
念

な
が
ら
時
間
切
れ
に
な
っ
て
初
期

の
目
的
を
達
成
で
き
た
と
は
言
い

難
い
。 

 

中
国
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
提
供
に
批
判

は
あ
る
が
、
人
と
人
と
の
草
の
根

レ
ベ
ル
で
の
交
流
と
信
頼
関
係
の

構
築
が
互
恵
の
基
礎
で
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
性
は
今

後
も
変
わ
ら
な
い
と
実
感
し
た
。 

 
 

 

パ
ラ
グ
ア
イ
で
感
じ
た
こ
と 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

田
畑
成
章
氏 

 

二
〇
一
〇
年
十
月
、
パ
ラ
グ
ア

イ
工
業
連
盟
の
品
質
生
産
セ
ン

タ
ー
で
経
営
管
理
指
導
員
の
育

成
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力
強
化

を
担
当
し
た
。 

 

パ
ラ
グ
ア
イ
は
農
業
中
心
で
製

造
業
は
未
熟
な
段
階
に
あ
り
、
中

小
企
業
の
育
成
が
課
題
で
あ
る
。 

 

国
民
性
は
勤
勉
で
民
間
の
人
達

は
ま
じ
め
で
良
く
働
き
、
金
銭
的

に
は
不
十
分
で
も
豊
か
な
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

ギ
ャ
ロ
ッ
プ
調
査
で
世
界
で
最
も

楽
天
的
民
族
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。 

 
 
 

 

そ
の
反
面
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
側
面

は
貧
弱
で
、
公
務
員
は
一
般
に
非

効
率
・
無
責
任
の
傾
向
が
強
く
組

織
力
の
発
揮
が
難
し
い
。
二
年
間

の
生
活
と
活
動
で
そ
の
二
面
性
が

強
く
印
象
に
残
っ
た
。 

 

ブ
ラ
ジ
ル
の
存
在
感
、
征
服
者

と
被
征
服
者
に
つ
い
て
等
は
二
年

間
の
活
動
を
通
じ
て
生
活
を
し
た

人
で
な
い
と
分
ら
な
い
現
実
の
厳

し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。 

  

  
 
 

    

 

当
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ

ス
が
二
万
件
を
超
え
ま
し
た
。 

 

当
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
左
下
に
カ

ウ
ン
タ
ー
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
れ
は
二
〇
〇
六
年
十
一
月
一

日
に
当
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
運
用

開
始
さ
れ
て
以
来
の
累
積
ア
ク
セ

ス
数
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
示
し
て

い
ま
す
（
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
単
位
で

一
日
一
回
を
カ
ウ
ン
ト
）
。 

 

こ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
二
〇
一
三

年
二
月
五
日
に
二
万
件
を
超
え
ま

し
た
。
最
初
の
一
万
件
に
到
達
す

る
ま
で
三
年
九
カ
月
を
要
し
ま
し

た
が
、
次
の
二
万
件
到
達
ま
で
は

二
年
六
カ
月
で
し
た
。
最
近
は
一

日
二
十
件
を
超
え
る
日
も
多
く
、

こ
の
ペ
ー
ス
で
進
む
と
二
年
足
ら

ず
で
三
万
件
に
達
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
。 

 

そ
れ
だ
け
多
く
の
方
が
閲
覧
・

利
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
会
員

の
情
報
共
有
と
会
の
活
動
Ｐ
Ｒ
の

場
と
し
て
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
重

要
性
は
今
後
も
ま
す
ま
す
高
ま
る

で
し
ょ
う
。 

 

皆
様
の
ご
活
用
と
ご
投
稿
を
期

待
し
ま
す
。 

 

第
十
四
回
帰
国
報
告
会
開
催 

報告者（左より）篠原、川奈部、高橋、田畑の各氏 

 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
つ
い
て 

 

ウ
エ
ブ
マ
ス
タ
ー 

白
鳥
貞
夫 
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 公民館・大学などへの出前講座 

 大学との提携授業 

７ 

８ 

６ 

10 

11 

12 

９ 

● 市原市有秋公民館 

 昨年11月30日(金)午前、有秋公民館に

おいて、横田勝徳会員による「モンゴ

ルにおけるボランティア体験－任務、

交流、自然」と題する講演が、60歳以

上の聴講者26名を対象に行われまし

た。横田会員より、モンゴル全般の紹

介とともに今後の経済発展の可能性、

自身の技術指導やエピソードなども織

り交ぜた話がありました。また、草花

がいっぺんに咲き誇った写真も示し、

聴講者を感嘆させたりもしました。 

＝写真６  

 

● 市原市五井公民館  
 昨年12月14日(金)、五井公民館におい

て、60歳代の館の会員75名に対し、当

会の佐藤 聡会員による「JICAシニア海

外ボランティアに挑戦して」と題する

講演が行われました。佐藤会員はモン

ゴルの地勢や人々の生活、配属先の火

力発電所での任務の状況、職場スタッ

フとの連携や心のふれあい、過ごした

２年間が氏自身にとってどんな意味を

持つものであったかなどを４部に構成

し、豊富な写真資料を用いて話を進め

ました。＝写真７ 

 

● 八街市中央公民館（1） 
 昨年12月19日(金)、生きがい短期大学

第2学年｢世界に目を向けよう②｣で学

生20名を対象に、津田正臣会員による

｢ヨルダンにおける技術移転と生活体

験｣と題する講演が行われました。津田

会員はイスラム社会としてのヨルダン

の現状やシニアボランティアとしての

活動概要を紹介しました。また、年配

者を敬うヨルダンでは、飽食の日本が忘

れかけている大切な事柄を思い出させて

くれ、教えるよりも学んだことの方が多

かったとの話をしました。＝写真８  

 

● 酒々井中央公民館 
 本年1月23日(水)、公民館研修室にお

いて、タウンカレッジ（住民高齢者）

の20名を対象に、坂出直哉会員による

「定年後の第二の人生について考える

～パプアニューギニアにおける“医薬

品在庫管理”技術移転の実務経験と現

地の生活体験について｣と題する講演が

行われました。坂出会員は「外国に住

むと日本との文化の違いが良く分る」

と感想を交え講義を行いました。聴講

者に対し自らがチャレンジする事を強

く推奨したことが、聴講者と主催者に

好評でした。＝写真９ 

 

 八街市中央公民舘（2） 
 本年2月7日(木)、八街中央公民館会員

の16名を対象に田中忠昭会員による「世

界に目を向けよう③：日本人から見たベ

トナムの印象と紹介」と題する講演が行

われました。ベトナムの文化・風俗・

習慣および一般事情について体験を詳

細な資料を用いて説明するとともに、

自身の豊富な体験をも交えて講演を

行いました。聴講者は、アジアにあ

る友好国としてのベトナムを「国際

理解」することができ、自分たちも

一度、ベトナムへ行ってみたいとす

る気持ちを強くしたようです。 
＝写真10 

 

● 第４回 麗澤大学連携授業 
 昨年11月21日(水)午前、外国語学部国

際交流・国際協力専攻の1年生58名を対

象に、大西輝明会員による「環境意識

に関する大学生の国際比較－ヨルダ

ン、コスタリカ、ネパール、日本」と

題する授業が行われました。大西会員

は４カ国で調査した学生の意識や価値

観を比較し、途上国では若者に対する

教育が価値観を培う上で重要であるこ

とを話しました。＝写真11  

 

● 第５回 麗澤大学連携授業 
 昨年11月28日(水)午前、前回に引き続

き、同学部の学生52名を対象に、品川

洋之助会員による「パラグアイの地質

とシニアボランティア」と題する授業

が行われました。品川会員はパラグア

イの地理、地質、鉱物資源、水資源、

経済状況などを紹介し、自身のミッ

ションとしての各種の鉱物探査結果の

話もしました。また、同国の日系社会

に触れ、農業移民の果たした役割や日

系大使についての説明も行いました。 

＝写真12 
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出前講座実施報告（2012年9月～2013年2月） 

１ 

２ 

３ 

４ 

 小学校などへの出前授業 

５ 

 当会が国際理解教育（開発教

育）活動を開始してから７年目を

迎えています。この活動の趣旨と

精神は広く社会に理解され、出前

講座の依頼は年ごとに増えてきま

した。小学校の出前授業や大学と

の連携授業も新たな展開を見せて

います。今後も前向きの姿勢で国

際理解教育活動に取り組み、私た

ちが海外ボランティアで得た体験

や知見を社会に還元したいと考え

ております。出前講座の講師派遣

に関しましては、下記URLから

『出前講座ご提案』をご覧下さ

い。 

● 柏市立柏の葉小学校 
 昨年10月3日(水)、柏の葉小学校国際
交流室において、加藤哲男会員による
「南米の国ボリビア」と題する授業
が、3年生2クラス42名と4年生2クラス
41名を対象に、2度にわたって行われま
した。加藤会員はボリビアの帽子、肩
掛けカバンを着用し、時おりマテ茶を
口にしながら対話スタイルで授業をす

すめ、ボリビアの地勢、子供の暮し、
大人の仕事、食べ物、お祭りなどの写
真を多用して現地事情を説明しまし
た。また、自身の現地での活動によっ
て日本の技術を開発途上国で役立てる
ことができたことや、友好を深めたこ
となどの話しをしました。＝写真１ 

 

● 柏市立豊小学校 
 10月30日(火)、豊小学校における国際
理解教育の一環として、6年生2クラス
を対象に、白鳥貞夫会員による「幸福
な国バヌアツを知ろう」と題する授業
が行われました。白鳥会員は多くの画
像を使い、適宜クイズなども入れつ
つ、仕事の紹介、現地の生活などの話

をしました。児童は、お金がない、時
間がない、約束がないなどの日本とは
違った話に興味を覚えたらしく、熱心
にメモを取っていました。11月の豊小
学校の文化祭では、生徒各自がこの授
業で感じたことを文書で発表しまし
た。＝写真２  

 

● 柏市立第三小学校 
 本年1月23日(水)、第3小学校におい
て、6年生95名（2クラス）を対象に、
中村時夫会員による「パラオの素敵な
人々」と題する授業が行われました。
生徒は日米開戦に関する事前学習を
行ってから、この授業に臨みました。

中村会員はパラオ教育省での指導科目
である数学カリキュラム作成の話か
ら、なぜパラオでは外国の援助が必要
なのかまでを説明しました。事前学習
が効果的な授業効果を呼んで、スムー
ズな授業となりました。＝写真３  

 

● 柏市立田中北小学校 

 2月12日(火)午前、田中北小学校にお

いて、黒田昭太郎会員による「マレー

シア・民族共存の親日国」と題する授

業が6年生16名を対象に行われました。

黒田会員は冒頭ほぼ３分の一の時間を

費やして、JICAによる途上国援助や互

恵関係樹立の意義、平和維持との関連

などについて説明しました。ついで、

マレーシアの民族的多様性や宗教、古

代から現代までの歴史、マハティール

元首相の下での近代化の歩みや日本と

の関係について説明し、中味の濃い授

業となりました。＝写真４  

 

● 学習塾ネクスファ柏教室 

 昨年12月７日(金)午後、表題塾教室に

おいて、竹花 晃会員による「ネパール

の博物館の運営」と題する授業が、塾

生である小学校低学年４名と塾スタッ

フに対して行われました。竹花会員は

小学生向きのスライドを作成し、授業

の進め方も対話方式をとるなど、飽き

させない講話を行いました。お札、国

旗、着物、アンモナイト化石、現地の

子供たちの写真なども持参して示し、

同学習塾が掲げる児童の能力開発の目

的に沿う授業を行いました。なお、表

題塾は東大高齢社会総合研究機構、柏

市、UR都市機構とのパートナーシップ

事業により開設された学習塾で、児童

が自分で考え、主体的に行動できる力

を身につけることを主眼においたプロ

グラムを実施しています。今回の授業

は、外部講師によるアクティビティプ

ログラムの一環として当会に講師派遣

依頼があったものです。＝写真５ 
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昨
年
九
月
八
日
（
土
）
、
九
日

（
日
）
の
両
日
、
新
浦
安
駅
前
プ

ラ
ザ
マ
ー
レ
に
お
い
て
恒
例
の
新

浦
安
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
押
印
所
と

も
な
っ
た
プ
ラ
ザ
マ
ー
レ
の
二
階

に
あ
る
浦
安
市
国
際
セ
ン
タ
ー

は
、
主
催
者
に
よ
れ
ば
二
千
名
も

の
子
供
た
ち
で
大
賑
わ
い
と
な
り

ま
し
た
。
両
日
と
も
セ
ン
タ
ー
内

で
は
国
際
協
力
活
動
グ
ル
ー
プ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
類
を
展

示
し
、
訪
れ
た
人
々
が
自
由
に
持

ち
帰
り
の
で
き
る
設
定
と
し
て
い

ま
し
た
。
当
会
も
こ
の
企
画
に
参

加
し
、
Ｓ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
や
出
前
講

座
、
会
の
紹
介
チ
ラ
シ
な
ど
を
展

示
、
配
架
し
ま
し
た
。 

 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
一
段
落
し

た
午
後
に
は
多
く
の
熟
年
者
が
興

味
深
そ
う
に
展
示
物
を
見
て
、
当

会
の
チ
ラ
シ
な
ど
を
持
ち
帰
っ
て

い
ま
し
た 

。 

 

昨
年
九
月
二
十
二
日
（
土
）
午

後
、
柏
市
国
際
交
流
協
会
（
Ｋ
Ｉ

Ｒ
Ａ
）
主
催
の
「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
ま
つ

り
」
が
柏
市
立
柏
第
一
小
学
校
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｋ
Ｉ
Ｒ

Ａ
は
民
間
国
際
交
流
組
織
と
し
て

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

で
す
。 

 

当
会
は
ブ
ー
ス
を
開
設
し
て
参

加
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

動
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 
 

会
場
に
は
約
三
百
名
の
参
加
者

が
集
い
、
柏
市
長
の
挨
拶
に
続
い

て
小
学
生
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

や
在
住
外
国
人
団
体
の
ダ
ン
ス
な

ど
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑

わ
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
海
外
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
に
関
心
の
高
い
人
が
多
く
、

当
会
ブ
ー
ス
で
は
、
現
地
で
の
具

体
的
な
仕
事
や
応
募
条
件
等
に
関

す
る
具
体
的
な
質
問
を
受
け
ま
し

た
。 

 

 

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ア
２

０
１
２
が
昨
年
十
一
月
二
十
三
日

（
金
）
～
十
二
月
六
日
（
木
）
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

展
示
の
期
間
は
十
三
日
間
で
し

た
が
、
当
会
は
休
日
、
土
、
日
曜

日
に
は
ブ
ー
ス
に
詰
め
て
、
シ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
関
心
を

持
つ
来
訪
者
に
対
応
し
、
約
四
十

名
の
方
々
に
海
外
で
の
活
動
の
内

容
や
応
募
に
際
し
て
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 
 

 

昨
年
十
二
月
二
日
（
日
）
、
千

葉
県
青
少
年
女
性
会
館
で
開
催
さ

れ
た
国
際
フ
ェ
ス
タ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ

に
当
会
は
ブ
ー
ス
を
開
設
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
千
葉

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
広
場
、
千
葉
県
ユ
ニ

セ
フ
協
会
の
主
催
、
千
葉
県
の
後

援
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
国
際
協

力
関
係
の
団
体
が
夫
々
の
活
動
の

展
示
と
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

来
訪
者
に
対
応
し
、
参
加
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
団
体
の
間
で
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
も
有
効
で
し
た
。 

 

一
月
二
十
日
（
日
）
、
シ
ョ
ッ

パ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
新
浦
安
に
て
表
題

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
十
三
団
体

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
会
は
写
真
パ
ネ
ル
と
資
料
の

展
示
に
加
え
て
、
国
際
理
解
ク
イ

ズ
を
行
い
、
百
名
を
超
え
る
来
訪

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
応
募
相
談
で
は
十
名
以
上
の

方
々
か
ら
の
熱
心
な
質
問
に
対
応

し
ま
し
た
。 

 
 
 

  

二
月
十
七
日
（
日
）
、
ち
ば
市

国
際
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
３
が
千
葉
市
の
複
合
文
化

施
設｢

き
ぼ
ー
る｣

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
会
は
会
場
二
階
に
ブ
ー

ス
を
設
け
、
赴
任
地
で
の
活
動
状

況
や
帰
国
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ブ
ー
ス
で
は｢

国
際
理

解
ク
イ
ズ｣

を
行
い
、
人
気
を
呼
び

ま
し
た
。 

 

一
階
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
参

加
団
体
自
己
紹
介
で
は
、
当
会
の

酒
井
國
彦
幹
事
夫
妻
が
チ
ュ
ニ
ジ

ア
で
の
赴
任
体
験
談
を
披
露
し
ま

し
た
。 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加 会場の展示物コーナー 

説明中の黒田、加藤、羽田各会員 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ア
２
０
１
２ 

展示ブース開設完了 

国
際
フ
ェ
ス
タ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ 

役員手作りの展示パネル 

浦
安
市
国
際
交
流
・
協
力 

 
 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３ 

ち
ば
市
国
際
ふ
れ
あ
い 

 
 

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
２
０
１
３ 

一階の当会展示ブース 

千葉市長のブース来訪を受ける 

新 
浦 

安 

祭 

り 

 

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
ま
つ
り 
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私
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
は
、
一
九
七
二
年
協
力
隊 

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン 

マ
ウ
ン
テ
ン
州
農

科
大
学
で｢

温
暖
果
樹
栽
培｣

、
そ

の
後
商
社
勤
務
を
経
て
、
二
〇
〇

二
年
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

マ
レ
ー
シ
ア
農
業
省 

地
方
開
発
公

社
で｢

有
機
野
菜
栽
培｣

、
二
〇
〇

六
年
同
じ
く
ト
ル
コ 

ア
ク
デ
ニ
ス

大
学
で｢

日
本
の
作
物
栽
培｣

、
そ

し
て
二
〇
一
〇
年
同
じ
く
ト
ン
ガ 

農
業
省
で｢

輸
出
農
産
物
振
興｣

と

計
四
回
、
八
年
半
で
あ
っ
た
。
表

向
き
は
私
が
指
導
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
内
実
、
私
が
学

ん
だ
こ
と
の
方
が
確
実
に
多
い
。

加
え
て
私
は
異
国
で
業
務
と
生
活

を
楽
し
み
、
人
生
が
格
段
に
豊
か

に
な
っ
た
。 

ト
ン
ガ
か
ら
帰
国
後
一
年
経

過
、
今
は｢

日
本
の
ト
ン
ガ
応
援

団｣

と
し
て
楽
し
い
関
係
が
継
続
し

て
い
る
。
二
〇
一
二
年
五
月
、
第

六
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
に
参

加
の
た
め
ト
ン
ガ
首
相
ト
ゥ
イ
バ

カ
ノ
卿
ご
一
行
来
日
の
折
、
東
京

の
ホ
テ
ル
で
首
相
ご
夫
妻
と
鈴
木

元
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
政
策 

首
相
府
情
報
通
信
省
）
、

川
奈
部
元
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
日
本
語
教
育 

教
育
省
）
と
私
が

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
ん
だ
。 

六
月｢

ト
ン
ガ
の
暮
ら
し
と
農

業｣

を
日
本
農
業
機
械
工
業
会 

季

刊
誌
「
ひ
ま
わ
り
」
平
成
二
十
四

年
夏
季
号
に
寄
稿
し
た
。
こ
の
レ

ポ
ー
ト
は
同
会
や
当
会
の
サ
イ
ト

に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
ト
ン
ガ

か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
農
業
研
修
生
が
二

組
六
人
来
日
し
た
。
農
業
省
若
手

役
人
を
成
田
市
内
に
案
内
し
て
夕

食
を
共
に
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

で
研
修
の
五
人
に
は
会
え
ず
、
日

本
紹
介
の
図
書
と
ビ
ー
ル
券
を

贈
っ
た
。 

七
月
末
、
カ
ボ
チ
ャ
の
生
産
・

輸
出
の
実
業
家 

ニ
シ
氏
（N

ishi 
T

rading
 C

o. L
td. 

社
長 

日
系
三

世
）
と
、T

onga
 

D
evelopm

ent 
B

ank 

総
裁 

セ
フ
ァ
ナ
ラ
氏
が
来

日
さ
れ
た
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

へ
観
光
案
内
し
た
。
ニ
シ
氏
は
小

生
宅
に
二
泊
し
千
葉
の
園
芸
を
視

察
し
休
日
を
楽
し
ん
だ
。 

八
月
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根
研
修

所
で
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
候
補

生
に
任
国
事
情
を
講
義
。
九
月
、

千
葉
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
で
帰
国
報
告
を
し

た
。
十
一
月
、
Ａ
大
学
で｢

ト
ン
ガ

の
暮
ら
し
と
農
業｣

に
つ
い
て
講

義
。N

ishi T
rading

が
日
本
に
輸

出
し
た
カ
ボ
チ
ャ
を
輸
入
商
社
か

ら
取
り
寄
せ
、
学
生
達
が
料
理
し

て
試
食
し
た
。
二
〇
一
三
年
三
月

当
研
究
室
の
教
授
ら
三
名
が
ト
ン

ガ
へ
学
術
調
査
に
行
く
予
定
で
、

ト
ン
ガ
と
の
関
係
は
さ
ら
に
深
ま

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
教
科
書
出

版
会
社
二
社
の
依
頼
で
「
高
校 

地
理
」
教
科
書
用
に
私
の
ト
ン
ガ

の
写
真
を
提
供
し
た
。 

十
月
、
在
日
ト
ン
ガ
大
使
館
の

開
設
に
伴
い
、
元
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
三
人
が
駐
日
ト
ン
ガ

王
国
大
使 

タ
ニ
ア
・
ト
ゥ
ポ
ウ
閣

下
（
タ
ニ
ア
さ
ん
と
お
呼
び
し
て

い
る
）
と
ラ
ン
チ
を
ご
一
緒
し
、

大
使
館
業
務
の
応
援
を
申
し
出

た
。
十
二
月
、
ト
ゥ
ポ
ウ
閣
下
が

信
任
状
捧
呈
の
た
め
に
、
明
治
生

命
館
か
ら
皇
居
ま
で
を
往
復
す
る

宮
内
庁
の
馬
車
列
が
あ
っ
た
の
で

有
志
の
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
取
材

し
た
。
特
に
動
画
は
安
藤
、
川
奈

部
の
元
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
撮
影
しY

ou
 T

ube
に
ア
ッ
プ

し
た
。
動
画
と
写
真
を
大
使
館
に

提
供
し
、
ト
ン
ガ
Ｔ
Ｖ
で
放
送
さ

れ
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
大
使
か
ら

感
謝
さ
れ
た
。 

 

十
月
、
ト
ル
コ 

ア
ク
デ
ニ
ス
大

学 

ク
ル
チ
ェ
フ
ェ
学
長
一
行
七
名

が
来
日
、
千
葉
大
学
と
の
交
流
事

業
を
進
め
た
。
二
〇
〇
九
年
私
は

両
大
学
の
交
流
開
始
の
お
手
伝
い

を
し
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
私
は

二
日
間
東
京
を
観
光
案
内
し
旧
友

と
の
再
会
を
楽
し
ん
だ
。 

こ
の
他
五
月
か
ら
、
印
西
市
国

際
交
流
協
会
の
会
長
と
し
て
、
市

内
の
居
住
外
国
人
約
千
人
が
楽
し

い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
色
々
お

手
伝
い
を
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

 

エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
と
い
う
国

に
つ
い
て
少
し

紹
介
し
た
い
。

た
い
て
い
の
人

が
エ
ク
ア
ド
ル

と
間
違
う
。
そ
ん
な
に
日
本
人
に

と
っ
て
疎
遠
な
国
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
サ
ン
テ
ク
ジ
ュ
ペ
リ
の｢

星

の
お
王
子
様｣

は
知
っ
て
い
る
が
そ

の
舞
台
が
作
家
の
妻
コ
ン
ス
エ
ロ

の
生
ま
れ
故
郷
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

で
あ
る
こ
と
、
自
分
た
ち
の
こ
と

を｢

中
米
の
日
本｣

と
自
認
し
て
い

る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
ま
し

て
そ
の
昔
、
満
州
国
の
承
認
に
賛

成
し
た
数
少
な
い
国
（
日
独
伊
西

と
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
）
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
な
ど
知
る
人
は
少
な

い
。 私

は
六
十
六
歳
で
の
退
職
を
機

に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
海
外
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
に
応
募
し
た
。
専
門
は
ロ
ジ
ス

テ
イ
ッ
ク
（
物
流
）
と
品
質
保
証

IS
O

9001

で
あ
っ
た
。
結
果
、
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
へ
二
回
派
遣
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
回
目
は
短

期
の
十
ヶ
月
、
首
都
サ
ン
サ
ル
バ

ド
ル
で
経
済
省
に
通
っ
た
。 

当
時
完
成
間
近
の
港
ラ
・
ウ
ニ

オ
ン
港
の
将
来
性
に
つ
い
て
考
察

し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
経
済
省

か
ら
あ
り
、
日
々
こ
れ
と
取
り
組

み
、
関
係
者
と
面
談
し
意
見
交
換

を
し
た
。
日
本
か
ら
の
借
款
で
完

成
し
た
こ
の
港
は
水
深
十
五
㍍
の

理
想
的
な
港
で
あ
る
。
大
型
コ
ン

テ
ナ
ー
船
が
入
港
で
き
、
近
隣
中

米
諸
国
へ
の
転
送
、
配
送
、
又
陸

路
で
カ
リ
ブ
海
へ
の
転
送
も
可
能

会

員

寄

稿 

 
 

日
本
の
ト
ン
ガ
応
援
団 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
原
久
雄 

 
 
 

 
 

（
農
業
生
産
技
術 

印
西
市
） 

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
お
け
る 

 
 

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 

渡
邉
要
吉 

 
 
 
  
  

（
品
質
管
理 

 

船
橋
市
） 

 

農業省にてスタッフ達と 

大学でトンガ農業を講義 

建設中のラ・ウニオン港（右が筆者） 
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と
い
う
将
来
の
発
展
へ
の
布
石
を

秘
め
、
パ
ナ
マ
運
河
を
補
完
す
る

頼
も
し
い
港
で
あ
る
。
そ
の
後
政

権
の
左
翼
へ
の
移
行
で
停
滞
し
て

い
る
が
、
船
社
を
始
め
民
間
の
利

用
者
が
動
き
出
し
て
い
る
。 

二
回
目
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
二

〇
十
二
年
で
、
品
質
保
証
の
分
野

で
中
小
企
業
支
援
活
動
で
あ
っ

た
。
勤
務
地
は
東
部
地
区
四
県
を

カ
バ
ー
す
る｢

国
家
中
小
零
細
企
業

委

員

会

｣

（C
O

N
A

M
Y

P
E

）
で

あ
っ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
品
質
管
理

の
中
心
は
コ
ス
タ
リ
カ
大
学
で

コ
ー
ス
を
提
供
し
、
内
容
は
経
営

管
理
か
ら
日
々
の
品
質
管
理
に
至

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
の
中
小
企
業
ま
で
に

は
手
の
届
か
ぬ
存
在
で
あ
る
。 

 

私
が
こ
の
国
で
興
味
を
持
っ
た

の
は 

①
黒
い
食
器
（B

arro negro

） 

②
藍
染( A

ñil) 

③
竜
舌
蘭
の
繊
維( H

enequén) 
 

を
原
料
と
す
る
麻
袋 

の
各
生
産
工
程
で
あ
っ
た
。 

 

黒
い
陶
器
の
村
は
土
、
日
曜
日

に
良
く
訪
問
し
品
質
管
理
の
必
要

性
を
話
し
た
。
藍
染
に
つ
い
て
は

青
年
隊
の
専
門
家
を
出
張
指
導
に

派
遣
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
デ

ザ
イ
ン
等
大
幅
に
改
善
し
た
。 

 
 

 

竜
舌
蘭
の
麻
袋
は
コ
ー
ヒ
ー
豆

に
使
用
さ
れ
輸
出
さ
れ
て
い
て
い

る
が
、IS

O

取
得
は
必
須
で
あ
り

経
営
者
も
そ
の
覚
悟
を
決
め
た
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
中
米
諸
国
は
米

国
、
台
湾
、
Ｅ
Ｕ
と
の
自
由
貿
易

協
定
を
進
め
て
い
る
が
、
品
質
保

証
制
度
の
導
入
は
急
務
で
あ
る
。 

 

日
本
人
が
他
国
で
業
務
の
指
導

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
化
の

違
い
、
社
会
情
勢
の
違
い
な
ど
か

ら
大
変
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。 

我
々
に
は
計
り
知
れ
な
い
問
題
も

多
く
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
多

く
の
青
年
隊
や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
達
が
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
も
協
力
関
係
を
築
い

て
来
た
こ
と
を
こ
の
地
に
来
て
初

め
て
知
っ
た
。 

 

中
米
の
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
地

理
的
に
は
遠
い
が
、
日
本
と
は
連

綿
と
し
た
歴
史
を
持
つ
掛
け
替
え

の
無
い
友
好
国
で
あ
る
。 

 

 

ケ
ニ
ア
共
和
国
は
赤
道
直
下
の

国
で
、
日
本
の
ほ
ぼ
一
．
五
倍
の

国
土
に
約
四
千
万
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。 

 

山
あ
り
、
谷
あ
り
、
高
原
あ
り

で
多
様
な
気
候
が
存
在
し
、
首
都

で
あ
る
ナ
イ
ロ
ビ
は
標
高
が
約
千

六
百
㍍
を
超
え
る
た
め
、
夏
の
軽

井
沢
の
よ
う
な
気
候
で
す
。
二
〇

一
〇
年
三
月
か
ら
二
年
間
を
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
ナ
イ
ロ
ビ
市
内
の
公
衆

衛
生
省
健
康
情
報
部
門
に
赴
任
し

ま
し
た
。
各
医
療
機
関
か
ら
の

デ
ー
タ
を
収
集
・
集
計
し
、
公
開

す
る
た
め
の
仕
組
み
を
改
善
す
る

手
助
け
が
任
務
で
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
こ
の
経
過
の
中
で

感
じ
た
通
信
に
関
す
る
部
分
を
取

り
上
げ
て
お
話
し
し
ま
す
。 

 

サ
ハ
ラ
砂
漠
よ
り
南
側
は
、
サ

ブ
サ
ハ
ラ
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
が
多

く
の
日
本
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

「
ア
フ
リ
カ
」
で
す
。 

 

ケ
ニ
ア
は
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

と
異
な
り
地
下
資
源
が
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
主
な
輸
出
産
品
は
花

卉
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
で
が
、
サ

ブ
サ
ハ
ラ
の
中
で
は
南
ア
フ
リ
カ

に
次
い
で
二
番
目
に
経
済
の
発
展

し
た
国
に
な
り
ま
す
。 

 

 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
率
八
㌫
く
ら
い
成

長
し
て
い
ま
す
が
、
格
差
は
広
が

る
一
方
で
、
大
卒
初
任
給
と
し
て

月
収
五
十
万
シ
ル
（
約
五
千
五
百

米
㌦
、
五
十
万
円
）
を
得
る
人
も

い
る
傍
ら
、
一
日
一
米
㌦
以
下
の

収
入
し
か
な
い
貧
困
者
が
、
一
〇

年
ほ
ど
前
で
国
民
の
約
四
割
を
し

め
、
現
在
で
は
約
五
割
と
さ
ら
に

増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

電
気
は
安
定
と
さ
れ
る
ナ
イ
ロ

ビ
市
内
で
も
数
時
間
の
停
電
は
当

た
り
前
で
。
雷
が
鳴
っ
た
ら
、
ま

ず
ロ
ー
ソ
ク
で
す
。
大
手
の
ビ
ル

（
お
そ
ら
く
工
場
で
も
）
で
は
自

家
発
電
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
省
の
庁
舎
で
も
停
電
対
策

に
二
基
（
交
互
に
運
用
）
が
設
置

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
る
と
き
三
日
ほ
ど
停
電
が
続
き

ま
し
た
。
原
因
は
電
気
代
が
不
足

し
た
病
院
に
自
家
発
電
か
ら
一
週

間
分
の
電
気
を
都
合
し
た
と
こ

ろ
、
二
基
と
も
故
障
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
ほ
か
に
も
予
備
の
燃

料
が
不
足
で
、
停
電
し
て
し
ば
ら

く
し
た
時
に｢

燃
料
が
な
く
な
っ
た

た
め
、
本
日
の
発
電
は
終
わ
り｣

と

い
う
事
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

郵
便
事
業
は
衰
退
す
る
一
方

で
、
町
中
に
ポ
ス
ト
（
あ
っ
て
も

｢

ゴ
ミ
箱｣

に
な
っ
て
い
る
の
が
多

い
）
や
郵
便
局
は
ほ
と
ん
ど
見
か

け
ま
せ
ん
。
郵
便
物
の
戸
別
配
達

は
行
わ
れ
な
い
の
で
、
私
書
箱
を

用
意
し
て
そ
こ
宛
に
送
る
よ
り
ほ

か
有
り
ま
せ
ん
。 

 

携
帯
電
話
が
一
人
一
台
と
思
え

る
く
ら
い
に
普
及
し
て
、
日
本
以

上
に
固
定
電
話
の
回
線
が
急
速
に

使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ホ

テ
ル
や
企
業
の
受
付
番
号
す
ら
携

帯
電
話
に
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の

で
す
。
原
因
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
に

足
場
を
築
こ
う
と
す
る
中
国
の
国

際
援
助
で
、
き
め
細
か
く
、
携
帯

電
話
の
中
継
基
地
を
建
設
、
あ
る

い
は
増
強
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
無
線
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
接
続
は
ほ
ぼ
全
土
を
カ

バ
ー
し
て
お
り
、
都
市
部
な
ら

7.2M
bps

～20M
bps

の
速
度
が
有

り
ま
す
。
し
か
も
、
千
シ
ル
（
約

千
円
）
で1.5G

B

の
通
信
量
が
使

え
ま
す
。  

 
 
 

 

帯
域
管
理
が
杜
撰
な
の
か
、
よ

く
切
れ
た
り
急
に
遅
く
な
っ
た
り

し
ま
す
が
、
日
本
よ
り
安
く
て
便

利
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
に

ケ
ニ
ア
の
通
信
環
境 

 
  
  
  
  
   

  

鈴
木
伸
一 

   (

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術 

市
川
市)

 赤道の看板と筆者 

教室でのトレーニング後の補習 

黒い陶器（Barro negro）の工房 

藍染 
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光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
も
急
ピ
ッ
チ
で

進
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
携
帯
電
話
を
使
っ
て
電

話
間
で
送
金
す
る
こ
と
が
で
き
、

銀
行
振
り
込
み
よ
り
一
般
的
で

す
。
携
帯
電
話
は
日
本
と
同
じ
よ

う
な
後
払
い
契
約
も
あ
り
ま
す

が
、
大
多
数
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー

ド
（
五
シ
ル
か
ら
千
シ
ル
）
を
購

入
し
、
そ
の
番
号
で
チ
ャ
ー
ジ
し

て
使
う
プ
リ
ペ
イ
ド
方
式
で
す
。 

 

以
上
、
簡
単
で
す
が
、
ケ
ニ
ア

の
通
信
事
情
の
一
端
を
書
い
て
み

ま
し
た
。 

 

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
は
北
緯
二
十

七
度
（
沖
縄
と
ほ
ぼ
同
じ
）
、
標

高
千
四
百
㍍
で
冬
は
氷
や
雪
が
降

る
こ
と
が
な
く
、
夏
は
エ
ア
コ
ン

が
な
く
て
も
フ
ァ
ン
の
み
で
生
活

で
き
住
み
や
す
い
気
候
で
す
。
街

の
印
象
は
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
小

道
、
小
さ
な
個
人
商
店
の
裸
電

球
、
建
築
現
場
で
の
人
力
に
よ
る

作
業
な
ど
日
本
の
昭
和
二
十
年
代

の
情
景
に
似
て
い
て
懐
か
し
い
感

じ
が
し
ま
し
た
。
国
民
は
確
か
に

経
済
的
に
は
貧
し
い
で
す
が
、
明

る
く
大
家
族
で
助
け
あ
っ
て
生
活

し
て
い
て
、
精
神
的
に
は
貧
し
い

と
は
思
え
ず
、
む
し
ろ
豊
か
で
は

な
い
か
感
じ
ま
し
た
。 

 

配
属
先
は
ネ
パ
ー
ル
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
協
会
で
役
員
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
関
連
の
会
社
の
経
営

者
た
ち
で
、
協
会
の
役
割
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
を
行
う
こ
と
で

す
。
最
初
の
会
合
で
活
動
内
容
が

｢

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
に
お
け
る
品

質
管
理｣

の
適
用
事
例
を
示
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的
に

品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
を
作
成
す
る

と
い
う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
会
員
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開

発

会

社

を

訪

問

し

て

イ

ン

タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
、
品
質
管
理
に
熱

心

な

経

営

者

の”P
rofessional 

C
om

puter S
ystem

” 

と
い
う
組
織

に
適
用
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。
国
際
規
格 IS

O
 9000

シ
リ
ー

ズ
の
理
解
か
ら
は
じ
ま
り
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
を
分

析
し
て
手
続
き
を
決
め
、
最
後
に

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
担
当
者
に
作

成
し
た
品
質
管
理
に
つ
い
て
教
育

し
ま
し
た
。
そ
の
後
そ
の
組
織
は

｢IS
O

 9000
 

品
質
管
理
」
の
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。 

ネ
パ
ー
ル
で
は
生
野
菜
、
生

卵
、
水
道
水
、
清
潔
で
な
い
食
事

は
取
ら
な
い
な
ど
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
生
活
を
し
た
の
で
す
が
、

渡
航
し
て
一
ケ
月
も
し
な
い
う
ち

に
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
ひ
ど
い
下
痢
に
か
か
っ
て
し
ま

い
、
自
然
治
癒
す
る
ま
で
約
３
週

間
か
か
り
五
㌔
㌘
も
痩
せ
、
苦
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。｢

四
月
の
カ

ト
マ
ン
ズ
は
雨
季
前
で
気
温
が
高

い
こ
と｣

、
「
生
活
や
仕
事
や
食
事

に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と｣

、
の
理
由

で
の
疲
労
が
重
な
り
体
調
を
崩
し

た
の
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

半
年
後
に
は
目
の
周
り
が
腫
れ

あ
が
り
そ
し
て
熱
を
も
つ
こ
れ
も

ま
た
日
本
で
は
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
病
気
に
罹
り
ま
し
た
。
眼
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
断
で
は
結
膜

炎
？
で
あ
り
抗
生
物
質
を
服
用
し

て
治
癒
し
ま
し
た
。
健
康
診
断
で

は
肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
影
が
見
つ

か
り
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
精

密
検
査
で
自
然
治
癒
し
た
痕
と
判

明
し
事
な
き
を
得
、
普
段
か
ら
体

力
を
付
け
免
疫
力
を
高
め
て
お
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
ア
メ
ー
バ
赤
痢
と
い
う
寄
生

虫
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
虫
下
し

を
服
用
し
て
完
治
し
ま
し
た
が
、

外
食
が
多
か
っ
た
の
が
原
因
と
考

え
て
い
ま
す
。
治
療
済
の
歯
が
具

合
悪
く
な
っ
た
の
で
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
見
て
も
ら
っ
た
ら
抜
歯

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
で

は
抜
か
な
い
で
治
療
し
て
も
ら
え

た
の
で
は
な
い
か
と
悔
い
が
残
り

ま
す
。
発
展
途
上
国
で
は
衛
生
状

態
が
悪
く
、
医
療
レ
ベ
ル
も
低
い

の
で
そ
れ
な
り
の
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
が
、
大
事
に
至
ら
ず
に
帰
国

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

二
〇
〇
三
年
四
月
に
渡
航
し
た

直
後
の
五
月
、
冒
険
家
の
三
浦
雄

一
郎
さ
ん
が
七
十
歳
で
エ
ベ
レ
ス

ト
登
頂
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
し

て
今
年
五
月
に
八
十
歳
で
再
び
エ

ベ
レ
ス
ト
に
挑
戦
す
る
予
定
と
聞

い
て
お
り
、
陰
な
が
ら
成
功
す
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
私
も
仕

事
の
合
間
に
山
岳
ガ
イ
ド
と
ポ
ー

タ
ー
を
伴
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
（
エ
ベ
レ
ス
ト
、
ア
ン

ナ
プ
ル
ナ
、
ラ
ン
タ
ン
）
に
行
き
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
美
し
さ
と
自
然
の
厳

し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
魅
力
を
忘
れ
ら
れ
ず
帰
国
後
も

何
回
か
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
｢

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
に
お
け
る

品
質
管
理｣

の
作
成
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
お
よ
び
観
光
、
と

忙
し
い
が
充
実
し
た
二
年
間
を
送

る
こ
と
が
出
来
、
人
生
に
と
っ
て

忘
れ
ら
れ
な
い
す
ば
ら
し
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

（ 

敬
称
略 

） 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
    

会
員
数 

（
平
成
二
十
五
年
二
月 

 

 
 
 
 
 

六
日
現
在
） 

 
  

 
 
 

 
 
 

九
十
九
名 

 
 会

員
異
動
（
平
成
二
十
四
年
六
月 

 
 
 
 
 

三
十
日
以
降
） 

 
 
 

入
会
者 

三
名 

 
 
 

退
会
者 

一
名 

 
 再

派
遣
者
（
平
成
二
十
五
年
二
月 

 
 
 
 
 

六
日
現
在
、
派
遣
順
） 

 

児
玉 

東
洋 

 
 

（
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
） 

 
 

工
業
廃
水
処
理 

 
 

千
葉
市 

  

大
久
保 

邦
衛 

（
フ
ィ
ジ
ー
） 

 
 
 

水
産
物
流
通
改
善    

 

浦
安
市  

  

濱
崎 

 

丘 
 
 

（
ベ
リ
ー
ズ
）       

 
 
 

廃
棄
物
処
理 

 
 

柏
市 

  

小
松 

秀
世 

 

（ 

エ
チ
オ
ピ
ア
） 

 
 

給
水
施
設
計
画 

 
 

山
武
郡 

  

黒
須 

英
典 

 

（
メ
キ
シ
コ
） 

 
 

適
正
製
造
基
準 

 

鎌
ヶ
谷
市 

 
 
 

 

後
藤 

令
子 

 

（
マ
レ
ー
シ
ア
） 

 
 

養
護 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
葉
市 

 

渡
邉 

章 
 
 

（
エ
チ
オ
ピ
ア
） 

 
 

保
険
（
専
門
家
派
遣
）
松
戸
市 

 

入
会
者 

 

川
奈
部 

く
に
子 

（
ト
ン
ガ
） 

 
 

日
本
語
教
育 

 
 
 

船
橋
市 

 
 
 
 
 

（
十
二
月
十
三
日
付
） 

 

篠
原 

温
雄 

 

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
） 

 
 

教
育
行
政
／
学
校
経
営 

八
千
代
市 

 
 
 
 
 

（
十
月
十
一
日
付
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

田
畑 

成
章 

 
 

（
パ
ラ
グ
ア
イ
） 

 
 

経
営
管
理 

 
 
 
 

柏
市 

 
 
 
 
 
 

（
十
二
月
十
三
日
付
） 

退
会
会
員 

 

武
松 

 

敏
弌 

 

 

長
い
あ
い
だ
会
の
運
営
に
御
協
力 

 

頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ネ
パ
ー
ル
に
於
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
  
  
  
   

  

花
輪
淳
二 

 
 
 

 
 
  
 (

Ｉ
Ｔ
産
業
育
成 

千
葉
市) 

品質管理チーム 

会
員
動
静 

 

ネパールの子供たち 
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は
や
、
一
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま

す
が
、
ネ
パ
ー
ル
の
ト
リ
ブ
バ
ン

大
学
か
ら
客
員
研
究
員
の
招
待
状

が
来
た
の
を
幸
い
、
休
暇
の
つ
も

り
で
出
か
け
て
き
ま
し
た
、
む
ろ

ん
仕
事
は
二
の
次
で
す
。 

 

五
月
中
旬
、
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
は

年
間
で
最
も
暑
い
季
節
、
六
月
に
入

れ
ば
モ
ン
ス
ー
ン
と
な
っ
て
気
温

は
し
だ
い
に
下
が
り
、
私
の
帰
国
す

る
八
月
中
旬
に
は
夜
間
は
寒
い
ほ

ど
に
も
な
り
ま
し
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ

は
欧
米
や
中
国
か
ら
の
旅
行
客
に

満
ち
溢
れ
、
彼
ら
が
も
た
ら
す
様
々

な
ウ
イ
ル
ス
と
街
中
の
汚
染
大
気
、

そ
れ
に
加
え
て
の
寒
さ
続
き
と
寄

る
年
波
の
た
め
、
体
調
は
終
始
不
良

を
続
け
ま
し
た
。
現
在
の
ネ
パ
ー
ル

の
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
日
本

の
一
㌫
か
ら
一･

三
㌫
程
度
で
し
ょ

う
か
、
電
力
の
通
電
時
間
は
一
日
数

時
間
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
街
中
は
築
後

な
ん
十
年
も
経
過
し
て
く
す
ん
で

朽
ち
つ
つ
あ
る
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

の
並
び
、
そ
の
間
隙
を
這
う
破
壊
し

た
道
路
網
、
道
行
く
人
々
を
一
顧
だ

に
し
な
い
バ
イ
ク
と
小
型
タ
ク

シ
ー
の
群
れ
、
大
量
の
ほ
こ
り
と
塵

芥
の
無
頓
着
な
放
置
、
街
路
の
騒
音

と
ス
ー
ブ
ニ
ー
ル
屋
の
Ｃ
Ｄ
が
出

す
大
音
声
な
ど
、
こ
れ
ら
は
途
上
国

の
共
通
項
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ

う
し
た
喧
噪
に
も
拘
ら
ず
、
さ
ら
に

異
常
と
も
思
え
る
過
剰
な
人
口
密

度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
々

の
嬌
声
や
叫
び
声
は
聞
こ
え
ず
、
行

商
人
の
呼
び
声
な
ど
も
ひ
そ
や
か

で
さ
り
げ
な
く
、
両
手
を
合
わ
せ
て

挨
拶
し
あ
う
穏
や
か
な
物
腰
な
ど

も
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
の
温
厚
、
温

順
、
温
和
な
性
情
を
大
い
に
う
か
が

わ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

唯
一
の
国
立
大
学
で
あ
る
ト
リ

ブ
バ
ン
大
学
は
各
地
域
に
「
支
大

学
」
を
持
つ
タ
コ
足
大
学
で
す
。

カ
ト
マ
ン
ズ
に
隣
接
す
る
キ
ル

テ
ィ
プ
ル
に
中
央
の
大
学
が
あ

り
、
支
大
学
を
出
た
学
生
は
こ
の

中
央
の
大
学
へ
進
学
し
て
修
士
課

程
を
修
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

大
学
の
正
門
は
横
幅
五
㍍
ほ
ど

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ア
ー
チ
で

で
き
て
お
り
、
張
り
紙
や
落
書
き

の
後
ろ
に｢

ト
リ
ブ
バ
ン
大
学｣

と

書
か
れ
た
ト
タ
ン
板
様
の
大
き
な

表
札
を
か
か
げ
て
あ
り
ま
し
た
。

私
の
属
し
た
数
学
科
で
は
一
学
年

二
百
人
ほ
ど
が
在
籍
し
、
「
修
士

論
文
を
指
導
す
る
の
が
、
こ
れ
ま

た
大
変
な
ん
だ
よ
」
と
同
僚
の
先

生
が
ぼ
や
い
て
い
ま
し
た
。
大
学

の
先
生
の
給
料
は
二
万
五
千
円
ほ

ど
で
、
私
立
大
学
と
掛
け
持
ち
し

な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
と
も
話

し
て
い
ま
し
た
。 

  
 

 

私
は
こ
の
大
学
院
大
学
で
予
備

調
査
を
、
さ
ら
に
カ
ト
マ
ン
ズ
市

内
の
い
く
つ
か
の
大
学
で
本
調
査

を
す
る
こ
と
で
、
ネ
パ
ー
ル
の
大

学
生
の
価
値
観
や
環
境
に
係
る
意

識
の
調
査
、
お
よ
び
そ
の
周
辺
の

文
献
調
査
を
行
う
名
目
で
三
カ
月

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

学
生
や
先
生
方
の
協
力
に
よ
り

有
益
な
デ
ー
タ
も
得
ら
れ
ま
し
た

が
、
わ
が
国
や
他
の
途
上
国
の
学

生
の
反
応
と
は
異
な
る
結
果
も
見

ら
れ
、
人
々
の
世
界
観
や
も
の
の

見
方
が
い
か
に
人
々
の
生
活
や
歴

史
、
宗
教
、
教
育
な
ど
に
支
配
さ

れ
て
変
わ
る
も
の
で
あ
る
か
を
実

感
す
る
に
至
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
調
査
で
「
ネ
パ
ー
ル
を
今

の
ネ
パ
ー
ル
と
は
異
な
る
、
理
想

的
な
国
に
し
た
い
」
と
答
え
た
学

生
は
全
体
の
約
四
分
の
三
、
「
で

は
、
理
想
的
な
国
と
は
ど
こ
か
」

と
の
質
問
に
対
し
て
最
も
多
か
っ

た
の
は
「
日
本
」
で
し
た
。
我
々

日
本
人
は
一
体
、
彼
ら
の
期
待
に

沿
う
存
在
で
あ
る
の
か
、
彼
ら
に

手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
存
在
で
あ

る
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
結
果

で
も
あ
り
ま
し
た
。 

経
緯 

 

一
昨
年
秋
、
当
会
の
「
概
要
」

を
ご
覧
に
な
っ
た
石
沢
正
義
氏

（
一
般
社
団
法
人
ス
リ
ラ
ン
カ
基

金
制
度
及
び
同
Ｊ
＆
Ｓ
事
業
支
援

セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）
か
ら
、
当

会
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
硅
石
開
発
に

関
し
協
力
出
来
る
人
材
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
鉱

物
資
源
調
査･

開
発
に
携
わ
っ
た
小

生
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。 

 

石
沢
氏
は
千
葉
大
で
留
学
生
と

共
に
人
の
認
証
シ
ス
テ
ム
の
開
発

研
究
を
進
め
る
一
方
、
そ
の
関
連

特
許
収
入
で
ス
リ
ラ
ン
カ
留
学
生

が
帰
国
後
自
立
で
き
る
よ
う
、
鉱

山
の
開
発
、
農
業
分
野
の
開
発
援

助
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。 

硅
石
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
有
望
な

鉱
物
資
源
で
、
日
本
に
と
っ
て
一

つ
の
ソ
ー
ス
に
な
る
意
味
が
あ
る

こ
と
、
原
石
の
輸
出
税
が
上
が
り

現
地
加
工
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
、
同
国
へ
の
中
国
の
熱
心
な
進

出
ぶ
り
か
ら
硅
石
資
源
の
開
発
に

も
参
入
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
な

ど
が
石
沢
氏
の
企
画
の
背
景
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

ス
リ
ラ
ン
カ
の
硅
石 

ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
先
カ
ン
ブ
リ

ア
時
代
の
熱
水
鉱
床
と
し
て
の
石

英
脈
が
あ
り
、
生
成
時
代
が
古
い

た
め
含
有
鉱
物
の
放
射
能
が
減
衰

し
て
お
り
、
純
度
が
高
い
良
質
の

も
の
が
多
く
、
又
岩
脈
と
し
て
は

規
模
の
大
き
い
も
の
も
あ
り
ま

会 

員 

便 

り 
ネ
パ
ー
ル
の
三
カ
月 

 
 
 

大
西 

輝
明(

浦
安
市)

 

トリブバン大学正門 

意識調査中のトリブバン大学教室 

同僚夫妻と共に 

昔
取
っ
た
杵
柄 

 
-

ス
リ
ラ
ン
カ
硅
石
調
査
‐ 

 

品
川 

洋
之
助
（
鎌
ヶ
谷
市
） 

ＫＡＮＤＹ植物園にて 
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す
。
産
出
場
所
は
同
国
南
部
高
地

帯
で
、
宝
石
産
出
地
の
東
部
に
あ

た
り
、
産
地
は
点
在
し
小
規
模
に

露
天
掘
り
採
掘
を
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。 

硅
石
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

現

地

採

掘

会

社
「W

O
O

L
IM

 
L

A
N

K
A

(P
V

T
)L

T
D

」
に
対
す
る

原
石
粉
砕
工
場
と
関
連
採
掘
に
関

す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
と
し

て
技
術
援
助
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
今

回

の

現

地

調

査

は

W
O

O
L

IM

が
必
要
経
費
を
負
担

し
、
十
月
二
十
七
日
出
国
、
二
十

九
、
三
十
日
の
二
日
間
で
工
場
及

び
三
カ
所
の
硅
石
露
頭
視
察
、
十

一
月
五
日
帰
国
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
現
地
は
雨

季
で
、
両
日
と
も
雨
に
降
ら
れ
ま

し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
の
雨
の

中
の
最
初
の
予
察
調
査
で
し
た

が
、
開
発
の
問
題
点
が
分
か
る
な

ど
一
応
の
成
果
を
得
ま
し
た
。 

ス
リ
ラ
ン
カ
と
の
関
係 

小
生
は
個
人
的
に
ス
リ
ラ
ン
カ

と
は
縁
が
深
く
、
家
内
の
随
伴
家

族
と
し
て
二
〇
〇
三
年
九
月
よ
り

九
カ
月
間
コ
ロ
ン
ボ
に
滞
在
し
、

宝
石
、
硅
石
な
ど
の
産
地
に
近
い

南
東
部
サ
バ
ラ
ガ
ム
ワ
大
学
を
訪

問
し
た
こ
と
、
ま
た
中
央
部
の
仏

教
遺
跡
、
キ
ャ
ン
デ
イ
の
仏
歯

寺
、
シ
ー
ギ
リ
ヤ
の
フ
ラ
ス
コ
絵

な
ど
、
家
族
旅
行
し
た
土
地
勘
が

あ
っ
た
こ
と
が
今
回
の
調
査
に
役

立
ち
ま
し
た
。
ま
た
家
内
が
再
度

二
〇
〇
五
年
三
月
よ
り
八
月
ま
で

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
短
期
派
遣
で
サ
ラ
バ
ガ
ム
ワ
大

学
に
赴
任
し
、
日
本
語
教
育
関
係

の
人
脈
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
有

益
で
し
た
。 

野
外
地
質
調
査
は
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
パ
ラ
グ
ア

イ
に
赴
任
し
て
以
来
で
、
「
昔

取
っ
た
杵
柄
」
の
覚
悟
で
現
場
に

臨
み
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
し
終
え
る

と
ホ
ッ
と
し
、｢

雀
百
ま
で
踊
り
忘

れ
ず｣

と
思
い
ま
し
た
。 

こ
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
、
何
よ
り
も
こ
の
話
が

当
会
の
「
概
要
」
の
効
果
か
ら
始

ま
り
、
会
の
将
来
の
活
動
幅
の
広

が
り
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
う

れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

私
は
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
、
ア
マ
ゾ

ン
川
河
口
の
町
ベ
レ
ン
と
、
パ
ラ

グ
ア
イ
の
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
、
日

系
社
会
シ
ニ
ア
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

二
年
間
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
去
年

三
月
か
ら
は
個
人
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

と
し
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
エ
ス
テ

市
に
滞
在
し
ま
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
も
ス
ペ
イ
ン
語
も
ろ
く
に
話

せ
な
い
ま
ま
、
ど
っ
ぷ
り
と
南
米

の
日
系
社
会
で
五
年
近
く
暮
ら
し

ま
し
た
。
な
ぜ
私
は
こ
ん
な
に
も

日
系
社
会
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
南
米
大
陸
に
昭

和
三
十
年
代
の
ま
ま
「A
L

W
A

Y
S

 

三
丁
目
の
夕
日
」
の
世
界
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。 

 

ブ
ラ
ジ
ル
で
も
パ
ラ
グ
ア
イ
で

も
、
日
本
語
教
師
と
し
て
の
活
動

は
ほ
ぼ
変
ら
ず
、
日
本
人
会
組
織

の
も
と
、
日
本
語
教
育
の
普
及
と

指
導
に
あ
た
る
こ
と
で
し
た
。
パ

ラ
グ
ア
イ
で
は
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に

「
パ
ラ
グ
ア
イ
日
本
人
連
合
会
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
傘
下
の
十
校

の
日
本
語
学
校
を
対
象
に
、
新
人

日
本
語
教
師
の
養
成
、
現
職
教
師

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
各
種

研
修
会
、
日
本
語
学
校
巡
回
指

導
、
作
文
・
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
実
施
、
教
科
書
教
案
・
教
材
作

成
な
ど
を
し
ま
し
た
。 

三
カ
月
に
一
度
く
ら
い
は
各
地

の
日
本
語
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た

が
、
こ
の
巡
回
が
一
番
大
変
で
し

た
。
移
動
手
段
は
バ
ス
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
移
住
地
を
結
ぶ
路
線
バ

ス
は
オ
ン
ボ
ロ
で
、
ト
イ
レ
も
な

く
、
床
の
隙
間
か
ら
走
っ
て
い
る

地
面
が
見
え
る
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
バ
ス
に
四
時
間
も
五
時
間

も
ゆ
ら
れ
て
い
く
の
で
、
出
張
の

日
は
朝
か
ら
水
分
も
制
限
で
す
。 

 

で
も
お
か
げ
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ

の
全
て
の
移
住
地
を
回
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
土
地
の
方
々
と
親
し

く
な
り
、
彼
ら
の
生
活
を
つ
ぶ
さ

に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ホ
テ
ル
の
な
い
移
住
地
で
は
、

日
系
人
の
お
宅
に
何
回
も
泊
め
て

頂
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
面
で
の

問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
お
宅

も
立
派
で
、
台
所
に
は
大
型
冷
凍

庫
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
衛
星

放
送
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
朝
の

四
時
か
ら
大
相
撲
の
中
継
を
、
お

昼
に
は
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
方
が
多
く
お
ら
れ

ま
し
た
。
味
噌
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

さ
つ
ま
揚
げ
な
ど
が
家
庭
で
手
作

り
さ
れ
、
し
っ
か
り
日
本
の
味
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
し
た
。
何
か

行
事
が
あ
る
た
び
に
、
婦
人
会
の

人
た
ち
は
総
出
で
、
こ
れ
ら
の
日

本
食
を
作
り
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
の
時
も
、
日
本
在
住
の
親
戚
と

連
絡
を
取
り
合
い
、
各
日
本
人
会

は
義
援
金
を
集
め
て
大
使
館
に
届

け
ま
し
た
。
家
族
み
ん
な
が
互
い

に
助
け
合
う
姿
、
社
会
の
基
本
単

位
と
し
て
の
家
族
が
そ
こ
に
は
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
が
子
ど
も

の
頃
の
日
本
の
姿
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
南
米
の
日
系
社
会

で
、
日
本
語
学
校
は
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
保
護
者

は
子
ど
も
が
日
本
語
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
日
本
の
文
化
に
親
し

み
、
日
本
的
な
良
い
習
慣
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
言
葉
を
心
の
支
え
と
す
る
日

系
人
の
思
い
が
ひ
た
す
ら
に
守
ら

れ
て
き
た
の
で
す
が
、
今
や
転
換

の
危
機
に
来
て
い
ま
す
。
家
庭
で

日
本
語
を
話
す
生
徒
は
減
り
、
ま

た
そ
れ
を
教
え
る
教
師
も
絶
対
的

に
不
足
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
方

で
保
健
医
療
や
社
会
福
祉
な
ど
の

面
で
日
本
語
に
よ
る
支
援
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
た
ち
が
ま
だ
居
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
日
本

語
教
育
を
通
じ
て
自
分
の
ル
ー
ツ

を
見
つ
め
、
民
族
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
日
本
語
学

校
が
単
な
る
語
学
学
校
で
は
な

く
、
日
本
語
の
継
承
と
普
及
の
二

本
だ
て
で
現
地
社
会
に
貢
献
す

る
、
全
人
的
総
合
教
育
の
場
と
な

る
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。 

南
米
の
日
系
社
会
で
暮
ら
し
て 

 
 
 

村
田 

淑
子
（
船
橋
市
） 

硅石の露頭 

エステ日本語学校の生徒と教師 

茶道教室 
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昨
年
の
九
月
十
八
日
（
火
）
午

後
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
地
域

連
携
課 
藤
井
敬
太
郎
企
画
役
の
引

率
で
、
平
成
二
十
四
年
度
第
二
次

隊
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
十
名
お

よ
び
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
阿
部
勝
則
、
中
西
陽
典
、
吉
田

知
弘
の
三
名
の
方
々
が
千
葉
県
庁

を
表
敬
訪
問
し
、
千
葉
県
総
合
企

画
部 

平
井
俊
行
部
長
の
激
励
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

当
会
か
ら
は
、
及
川
淳
一
副
会

長
が
同
席
し
ま
し
た
。 

  

同
じ
く
十
二
月
十
八
日
（
火
）

午
前
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
Ｎ

Ｇ
Ｏ
連
携
課 

内
藤 

徹 

課
長
の

引
率
で
、
平
成
二
十
四
年
度
第
三

次
隊
の
青
年
海
外
協
力
隊
十
二
名

お
よ
び
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
伊
藤
義
博
、
荻
原
千
佳
、
羽
計 

諟 

、
高
瀬
義
彦
、
鈴
木
隆
夫
、
岩

井
公
男
、
坂
東
雅
邦
、
長
尾
和
行

の
八
名
の
方
々
が
千
葉
県
庁
を
表

敬
訪
問
し
千
葉
県
総
合
企
画
部 

平

井
俊
行
部
長
の
激
励
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。 

 

 

当
会
か
ら
は
、
津
田
正
臣
事
務

局
長
が
同
席
し
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン 

 

テ
ィ
ア
お
よ
び
青
年
海
外
協
力
隊

の
春
募
集
説
明
会
が
左
記
の
通
り

開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

会
場
で
は
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る

体
験
談
発
表
や
、
よ
ろ
ず
相
談
が

あ
り
ま
す
。 

■
 

三
月
二
十
八
日
（
木
曜
日
） 

 

千
葉
会
場
（
千
葉
市
生
涯
学
習 

 
 
  

 

 
 
 
 
 

セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
） 

 
 
 
 
 
 

（
千
葉
駅
徒
歩
五
分
） 

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

・
青
年
海
外
協
力
隊
（
合
同
） 

 

十
八
時
～
二
十
時
三
十
分 

■
 

四
月
十
一
日
（
木
曜
日
） 

 

船
橋
会
場
（
き
ら
ら
ホ
ー
ル
） 

 

  
 
 
 
 

フ
ェ
イ
ス
ビ
ル
五
階 

 
 
 
 
 
 

（
船
橋
駅
徒
歩
二
分
） 

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

十
五
時
三
十
分
～
十
七
時
三
十
分 

・
青
年
海
外
協
力
隊 

 
十
九
時
～
二
十
一
時 

■
 

四
月
十
八
日
（
木
曜
日
） 

 

柏
会
場
（
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
プ
ラ
ザ
） 

 
 
 
  

 
（
柏
駅
徒
歩
七
分
） 

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

十
五
時
三
十
分
～
十
七
時
三
十
分 

・
青
年
海
外
協
力
隊 

 

十
九
時
～
二
十
一
時 

  

各
説
明
会
へ
の
ご
参
加
は
、
会
場
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に 

関
心
の
あ
る
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。  

 

既
に
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ

ば
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
市
ヶ
谷
ビ
ル
内
に

移
転
し
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
し
た
。 

 

広
尾
時
代
と
比
べ
る
と
体
験

ゾ
ー
ン
や
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
な

ど
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー

ス
が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
ご
不
便

を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
日
々
改
善
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

 

市
ヶ
谷
を
新
た
な
市
民
参
加
事

業
の
拠
点
に
す
べ
く
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 
ぜ
ひ
、
新
し
く
な
っ
た
地
球
ひ

ろ
ば
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！ 

 
 

 
 
 

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

渋
谷 

明
日
香
） 

東
ア
ジ
ア
で
は
ほ
ぼ
二
〇
〇
年 

周
期
で
温
暖
化
と
寒
冷
化
と
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
十

九
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
温
暖

化
の
渦
中
に
あ
り
、
こ
れ
に
温
室

効
果
ガ
ス
や
都
市
化
に
よ
る
温
度

上
昇
が
加
わ
っ
て
、
わ
が
国
の
大

気
温
度
は
近
年
、
著
し
い
変
動
状

態
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
百
年
間
で

は
、
京
都
に
お
け
る
三
月
の
平
均

気
温
は
約
年
三
度
も
上
昇
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
明
治
初
年
と
比
較

し
て
桜
の
開
花
日
は
約
十
日
早
ま

り
、
ス
イ
セ
ン
や
ノ
フ
ジ
な
ど
の

開
花
の
早
ま
り
、
モ
ミ
ジ
や
イ

チ
ョ
ウ
の
紅
葉
日
の
遅
れ
、
渡
り

鳥
の
渡
り
の
時
期
の
変
動
な
ど
と

も
相
俟
っ
て
、
季
節
感
喪
失
の
気

配
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
は
環
境
変
化
に
対
す
る

生
物
の
速
や
か
な
適
応
を
も
意
味

す
る
の
で
、
季
節
感
喪
失
は
却
っ

て
生
物
の
健
全
性
を
示
す
も
の
で

あ
る
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。 

で
は
、
人
類
は
環
境
や
社
会
の
変

化
に
柔
軟
に
適
応
で
き
る
か
ど
う

か
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

（
大
西 

輝
明
） 

 

新
Ｓ
Ｖ
千
葉
県
庁
表
敬
訪
問 

第二次隊の皆さん（中央 平井俊行部長） 

第三次隊の皆さん（中央 平井俊行部長） 

平
成
二
十
五
年
度
春
募
集 

 
 
 
 

説
明
会
の
お
知
ら
せ 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
便
り 

編 

集 

後 

記 

 

ご意見、ちば出前講座のお問い

合せは下記にお願いします。 

千葉県JICAシニアボランティア
の会 
(The Association of JICA  
Senior Volunteers in Chiba) 

  043-255-3810 （山本） 
  Shigeho_yamamoto 
                        @yahoo.co.jp 

千葉デスク国際協力推進員 

   043-297-0245  （田村） 
    jicadpd-desk-chibaken 
         @jica.go.jp 

当
会
創
立
十
周
年
記
念
行
事
の 

お
知
ら
せ 

  

五
月
十
六
日
（
木
）
の
通
常
総

会
の
当
日
、
当
会
創
立
十
周
年
記

念
行
事
と
し
て
公
開
講
演
会
と
和

太
鼓 

Ｔ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｏ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
を

併
せ
て
企
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 

Ｔ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
に
は
当
会
の
設
立

を
支
援
さ
れ
た
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
千
葉

デ
ス
ク
塩
沢
か
お
り
さ
ん
が
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
奮
っ
て
公
開
講
演
会
と

演
奏
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

地球ひろば 体験ゾーン 


